事業報告

(四街道市民ミュージカル公演報告)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四街道市民ミュージカル公演実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　濱砂喜富
　　　　　　　　　　　　　　　

私たち「四街道市民ミュージカル実行委員会」は、「この街に豊かな文化を。子どもから大人まで演劇がおりなす感動を共有したい。たくさんの感動に出会えたら、人として心豊かな感性が育まれるから」「子供達は、約半年にわたる異年齢との交流を通して、人として素敵な大人になる一助したい」などを目的として、2013年９月１日(日)、子どもたちの夏休み最後の日曜日に、ミュージカル「里山交響曲」の２回公演を行いました。

取り組みは、昨年10月から出演者募集を市外(市川市、船橋市、習志野市、八千代市、千葉市、佐倉市、印西市、八街市)、市内に募集チラシ・ポスターなどを配布。

２月から３月まで、８回のワークショップを行い３月２３日の「キックオフ」を迎えスタートしました。

子どもたちは、口数の少ない子、いきなりハジケて稽古より遊びに夢中な子など様々で、いずれも稽古に中々集中できない日々が続きました。

途中から役によるグループ分けを行い、昼食はグループで取るように工夫したりしましたが、それでもこの輪の中に中々馴染めない子、相変わらず遊び優先の子などなでしたが、７月の後半頃にようやくやる気が見られるようになりました。やる気になると覚えるスピードも早く、それまで大人にリードされていた演技・ダンス・歌唱すべてが大人の先をいくようになり、８月に入ると完全に子供他の方が大人をリードするようになりました。

実行委員会の心配事は、チケット普及が８月に入ってもなかなか進まず、心配しましたが、８月27日の集約で1,300ほど、ここで実行委員・出演者に最後の激を、31日の通し稽古の終了後の集約で1,700を超えて明日の満席を確信。
ここから先は、皆さんもご存知のように公演は2回とも満席となり、多くの方方から感動の声が届きました。

また、満席の会場から大きな拍手が続いた時は、出演者をはじめ四街道ミュージカルに関わったすべての関係者にとって、感動の瞬間でもありました。
公演成功の裏には、子どもたちのご家族のご支援、稽古を支える市民スタッフ、そして、稽古場に2度も激励に訪れていただいた市長、また、アイスクリームを差し入れしていただいた市内商店の方などなど、本当に感謝に絶えません。

公演が終了した９月１日以降にも観劇された市民の皆さんから、感動と次回公演の期待の声が届き、実行委員会ではビデオ鑑賞・反省会などの事後交流が１０月にようやく終わり、今、次回に向けたスタートを切りました。
引き続き、四街道市・教育委員会、公益財団法人四街道市地域振興財団様にご支援をお願いします。

公演終了のご報告とします。ありがとうございました。
